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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年6月23日(2011.6.23)

【公表番号】特表2007-520504(P2007-520504A)
【公表日】平成19年7月26日(2007.7.26)
【年通号数】公開・登録公報2007-028
【出願番号】特願2006-551758(P2006-551758)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 307/68     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 333/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/12     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/10     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/08     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  55/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ  13/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 307/68    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 333/38    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 409/12    　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/10    　　　Ｆ
   Ａ０１Ｎ  43/08    　　　Ｆ
   Ａ０１Ｎ  55/00    　　　Ｄ
   Ａ０１Ｐ  13/00    　　　　
   Ａ０１Ｐ   3/00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年4月21日(2011.4.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
【化２４】

の新規の２－ハロフリル／チエニル－３－カルボキサミドを提供し、
　式中、
　ＡはＯ（酸素）又はＳ（硫黄）を表し、
　Ｈａｌはハロゲンを表し、
　Ｒは、水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６

－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－
シクロアルキル；各事例において１個ないし９個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭素
原子を有するＣ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、ハロ－Ｃ１－Ｃ４－
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アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－ハロシクロアルキル；ホルミル、ホル
ミル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３－アルキル）カルボニル－Ｃ１－Ｃ３－アル
キル、（Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ）カルボニル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル；各事例において
１個ないし１３個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭素原子を有するハロ－（Ｃ１－Ｃ

３－アルキル）カルボニル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ）
カルボニル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル；
　（Ｃ１－Ｃ８－アルキル）カルボニル、（Ｃ１－Ｃ８－アルコキシ）カルボニル、（Ｃ

１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ８－シクロアル
キル）カルボニル；各事例において１個ないし９個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭
素原子を有する（Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル）カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキ
シ）カルボニル、（ハロ－Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル）カルボニル
、（Ｃ３－Ｃ８－ハロシクロアルキル）カルボニル；又は－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１、
－ＣＯＮＲ２Ｒ３又は－ＣＨ２ＮＲ４Ｒ５を表し、
　Ｒ１は、水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ１－Ｃ８－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルコ
キシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル；各事例において１個ないし
９個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭素原子を有するＣ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ

１－Ｃ６－ハロアルコキシ、ハロ－Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ

３－Ｃ８－ハロシクロアルキルを表し、
　Ｒ２及びＲ３は互いに独立して各々、水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アル
コキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル；各事例において１個ない
し９個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭素原子を有するＣ１－Ｃ８－ハロアルキル、
ハロ－Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－ハロシクロアルキ
ルを表し、
　Ｒ２及びＲ３はさらに、それらが結合される窒素原子とともに、ハロゲン及びＣ１－Ｃ

４－アルキルからなる群から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換
又は多置換される５個ないし８個の環原子を有する飽和した複素環を形成し、この事例で
は、前記複素環は酸素、硫黄及びＮＲ６からなる群から選択される隣接していない１個又
は２個の更なるヘテロ原子を含有してもよく、
　Ｒ４及びＲ５は互いに独立して、水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－シクロア
ルキル；各事例において１個ないし９個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭素原子を有
するＣ１－Ｃ８－ハロアルキル、Ｃ３－Ｃ８－ハロシクロアルキルを表し、
　Ｒ４及びＲ５はさらに、それらが結合される窒素原子とともに、ハロゲン及びＣ１－Ｃ

４－アルキルからなる群から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換
又は多置換される５個ないし８個の環原子を有する飽和した複素環を形成し、この事例で
は、前記複素環は酸素、硫黄及びＮＲ６からなる群から選択される隣接していない１個又
は２個の更なるヘテロ原子を含有してもよく、
　Ｒ６は水素又はＣ１－Ｃ６－アルキルを表し、
　Ｍは各々がＲ７により単置換されるフェニル、チオフェン、ピリジン、ピリミジン、ピ
リダジン又はピラジン環を表すか、又はＲ７－Ａにより置換されるチアゾール環を表し、
　Ｒ７は、水素、フッ素、塩素、メチル、イソプロピル、メチルチオ又はトリフルオロメ
チルを表し、
　Ｒ７－Ａは水素、メチル、メチルチオ又はトリフルオロメチルを表し、
　ＺはＺ１、Ｚ２、Ｚ３又はＺ４を表し、その中で
　Ｚ１は同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換ないし五置換されるフェニルを
表し、
　Ｚ２は同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換ないし五置換されるビシクロア
ルキル若しくはシクロアルキルを表し、
　Ｚ３は未置換のＣ２－Ｃ２０－アルキルを表すか又は、ハロゲン、アルキルチオ、アル
キルスルフィニル、アルキルスルホニル、アルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミ
ノ、ハロアルキルチオ、ハロアルキルスルフィニル、ハロアルキルスルホニル、ハロアル



(3) JP 2007-520504 A5 2011.6.23

コキシ、ハロアルキルアミノ、ハロジアルキルアミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－
Ｃ６－シクロアルキルからなる群から選択される同一又は異別の置換基により単置換又は
多置換されるＣ１－Ｃ２０－アルキルを表し、この事例ではその一部についての前記シク
ロアルキル部分がハロゲン及びＣ１－Ｃ４－アルキルからなる群から選択される同一又は
異別の置換基により必要に応じて単置換又は多置換されてもよく、
　Ｚ４はＣ２－Ｃ２０－アルケニル若しくはＣ２－Ｃ２０－アルキニルを表し、その各々
は、ハロゲン、アルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、アルコキシ
、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ハロアルキルチオ、ハロアルキルスルフィニル、
ハロアルキルスルホニル、ハロアルコキシ、ハロアルキルアミノ、ハロ－ジアルキルアミ
ノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群から選択される同
一又は異別の置換基により必要に応じて単置換又は多置換され、この事例ではその一部に
ついての前記シクロアルキル部分がハロゲン及びＣ１－Ｃ４－アルキルからなる群から選
択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換又は多置換されてもよく、
　Ｒ８及びＲ９は互いに独立して、水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ１－Ｃ８－アルコキ
シ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１

－Ｃ４－アルキル又はＣ１－Ｃ６－ハロアルキルを表し、
　Ｒ１０は水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ１－Ｃ８－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルコ
キシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ２

－Ｃ８－アルケニル、Ｃ２－Ｃ８－アルキニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６

－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルを表すか
又は、各事例において必要に応じて置換されるフェニル若しくはフェニルアルキルを表し
、
又は
　Ｍ及びＺは互いに、１Ｈ－２，３－ジヒドロインデン－４－イル、１，３－ジヒドロ－
２－ベンゾフラン－４－イル又は１，３－ジヒドロ－２－ベンゾチエン－４－イルを表し
、それらの各々は必要に応じてメチルにより単置換ないし三置換される。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
【化２６】

　（式中、Ｒ、Ｍ及びＺは上述に定義されるとおりである。）
と、適宜触媒の存在下で、適宜縮合剤の存在下で、適宜塩基（以下、「酸結合剤」ともい
う。）の存在下で及び適宜溶媒（以下、「希釈剤」ともいう。）の存在下で反応するとき
、又は
ｂ）式（ＩＶ）のハロカルボキサミド
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
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【化３３】

　（式中、
　Ａ、Ｈａｌ、Ｒ及びＭが上述に定義されているとおりであり、
　Ｘ４は、各事例においてハロゲン、アルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルス
ルホニル、アルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ハロアルキルチオ、ハロア
ルキルスルフィニル、ハロアルキルスルホニル、ハロアルコキシ、ハロアルキルアミノ、
ハロジアルキルアミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及び／又はＣ３－Ｃ６－シクロアルキルか
らなる群から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換又は多置換され
るＣ２－Ｃ２０－アルケニル又はＣ２－Ｃ２０－アルキニルを表し、この事例においてそ
の一部についての前記シクロアルキル部分はハロゲン及び／又はＣ１－Ｃ４アルキルによ
り必要に応じて置換されてもよい。）
が、適宜希釈剤の存在下で及び適宜触媒の存在下で水素化されるとき、又は
ｆ）式（ＶＩＩＩ）のヒドロキシアルキルカルボキサミド
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】

【化３４】

　（式中、
　Ａ、Ｈａｌ、Ｒ及びＭが上述に定義されるとおりであり、
　Ｘ５は、ハロゲン、アルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、アル
コキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ハロアルキルチオ、ハロアルキルスルフィ
ニル、ハロアルキルスルホニル、ハロアルコキシ、ハロアルキルアミノ、ハロジアルキル
アミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群から選択され
る同一又は異別の置換基により必要に応じて更に単置換又は多置換されるＣ２－Ｃ２０－
ヒドロキシアルキルを表し、この事例においてその一部についての前記シクロアルキル部
分がハロゲン及び／又はＣ１－Ｃ４－アルキルにより必要に応じて置換されてもよい。）
が適宜希釈剤の存在下で及び適宜酸の存在下で脱水されるとき、又は
ｇ）式（ＩＶ）のハロカルボキサミド
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
【化３６】
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　（式中、
　Ｇ５がハロゲン、アルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、アルコ
キシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ハロアルキルチオ、ハロアルキルスルフィニ
ル、ハロアルキルスルホニル、ハロアルコキシ、ハロアルキルアミノ、ハロジアルキルア
ミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群から選択される
同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換又は多置換されるＣ２－Ｃ１８－アルキ
ルを表し、この事例ではその一部についての前記シクロアルキル部分がハロゲン及び／又
はＣ１－Ｃ４－アルキルによって必要に応じて置換されてもよい。）
又は、式（Ｘ）のアルケン
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
【化３７】

　（式中、
　Ｇ６、Ｇ７及びＧ８が互いに独立して各々水素又は、ハロゲン、アルキルチオ、アルキ
ルスルフィニル、アルキルスルホニル、アルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ
、ハロアルキルチオ、ハロアルキルスルフィニル、ハロアルキルスルホニル、ハロアルコ
キシ、ハロアルキルアミノ、ハロジアルキルアミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ

６－シクロアルキルからなる群から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて
単置換又は多置換されるアルキルを表し、この事例ではその一部についての前記シクロア
ルキル部分がハロゲン及び／又はＣ１－Ｃ４－アルキルによって必要に応じて置換されて
もよく、及び（置換基のない）開いた鎖の分子部分の炭素原子の総数が２０という数を超
過しない。）
と、適宜希釈剤の存在下で、適宜酸結合剤の存在下で及び適宜１つ以上の触媒の存在下で
反応するとき、又は
ｈ）式（ＸＩ）のケトン
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】

【化３８】

　（式中、
　Ａ、Ｈａｌ、Ｒ及びＭが上述に定義されているとおりであり、
　Ｇ９が水素又は、ハロゲン、アルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニ
ル、アルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ハロアルキルチオ、ハロアルキル
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スルフィニル、ハロアルキルスルホニル、ハロアルコキシ、ハロアルキルアミノ、ハロジ
アルキルアミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群から
選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換又は多置換されるＣ１－Ｃ１

８－アルキルを表し、この事例ではその一部についての前記シクロアルキルがハロゲン及
び／又はＣ１－Ｃ４－アルキルによって必要に応じて置換されてもよい。）
が式（ＸＩＩ）のリン化合物
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
【化３９】

　（式中、
　Ｇ１０は、ハロゲン、アルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、ア
ルコキシ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ハロアルキルチオ、ハロアルキルスルフ
ィニル、ハロアルキルスルホニル、ハロアルコキシ、ハロアルキルアミノ、ハロジアルキ
ルアミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及び／又はＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群から
選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換又は多置換されるＣ１－Ｃ１

８－アルキルを表し、この事例ではその一部についての前記シクロアルキルがハロゲン及
び／又はＣ１－Ｃ４－アルキルによって必要に応じて置換されてもよく、
　Ｐｘは、－Ｐ＋（Ｃ６Ｈ５）３Ｃｌ－、－Ｐ＋（Ｃ６Ｈ５）３Ｂｒ－、－Ｐ＋（Ｃ６Ｈ

５）３Ｉ－、－Ｐ（=Ｏ）（ＯＣＨ３）３又は－Ｐ（＝Ｏ）（ＯＣ２Ｈ５）３の群を表す
。）
と、適宜希釈剤の存在下で反応するとき、又は
ｉ）式（Ｉ－ｂ）の２－ハロフリル／チエニル－３－カルボキサミド
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　Ｒ２及びＲ３はさらに、それらが結合される窒素原子とともに、ハロゲン及びＣ１－Ｃ

４－アルキルからなる群から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換
ないし四置換される５個又は６個の環原子を有する飽和した複素環を好ましく表し、この
事例では前記複素環は酸素、硫黄及びＮＲ６からなる群から選択される隣接していない１
個又は２個の更なるヘテロ原子を含有してもよい。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　Ｒ２及びＲ３はさらに、それらが結合される窒素原子とともに、フッ素、塩素、臭素及
びメチルからなる群から選択される同一又は異別の置換基により複素環が必要に応じて単
置換ないし四置換されるモルフォリン、チオモルフォリン及びピペラジンからなる群から
飽和された複素環を特に好ましく形成し、この事例では前記ピペラジンがＲ６によって前
記第二窒素原子上で置換されてもよい。
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【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　Ｒ４及びＲ５はさらに、それらが結合される窒素原子とともに、ハロゲン及びＣ１－Ｃ

４－アルキルからなる群から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換
又は多置換される５個又は６個の環原子を有する飽和した複素環を好ましく形成し、この
事例では前記複素環が酸素、硫黄及びＮＲ６からなる群から選択される隣接していない１
個又は２個の更なるヘテロ原子を含有してもよい。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　Ｒ４及びＲ５はさらに、それらが結合される窒素原子とともに、フッ素、塩素、臭素及
びメチルからなる群から選択される同一又は異別の置換基により複素環が必要に応じて単
置換ないし四置換されるモルフォリン、チオモルフォリン及びピペラジンからなる群から
飽和された複素環を特に好ましく表し、この事例では前記ピペラジンがＲ６によって前記
第二窒素原子上で置換されてもよい。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９１】
　Ｗ１は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、ホルミル、カルボキシル
、カルバモイル、チオカルバモイル；各事例において直鎖又は分岐鎖の、各事例において
１個ないし８個の炭素原子を有するアルキル、ヒドロキシアルキル、オキソアルキル、ア
ルコキシ、アルコキシアルキル、アルキルチオアルキル、ジアルコキシアルキル、アルキ
ルチオ、アルキルスルフィニル又はアルキルスルホニル；
　各事例において直鎖又は分岐鎖の、各事例において２個ないし６個の炭素原子を有する
アルケニル又はアルケニルオキシ；
　各事例において直鎖又は分岐鎖の、各事例において１個ないし６個の炭素原子及び１個
ないし１３個の同一又は異別のハロゲン原子を有するハロアルキル、ハロアルコキシ、ハ
ロアルキルチオ、ハロアルキルスルフィニル又はハロアルキルスルホニル；
　各事例において直鎖又は分岐鎖の、各事例において２個ないし６個の炭素原子及び１個
ないし１１個の同一又は異別のハロゲン原子を有するハロアルケニル又はハロアルケニル
オキシ；
　各事例において直鎖又は分岐鎖の、個々の炭化水素差において１個ないし６個の炭素原
子を有するアルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキルカルボニル、アルキルカルボニ
ルオキシ、アルコキシカルボニル、アルキルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカルボ
ニル、アリールアルキルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカルボニルオキシ、個々の
炭化水素鎖において２個ないし６個の炭素原子を有するアルケニルカルボニル又はアルキ
ニルカルボニル；
　各事例において３個ないし６個の炭素原子を有するシクロアルキル又はシクロアルキル
オキシ；
　各事例において、各々がフッ素、塩素、オキソ、メチル、トリフルオロメチル及びエチ
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ルからなる群から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換ないし四置
換される、３個又は４個の炭素原子を有する二重結合したアルキレン、２個又は３個の炭
素原子を有するオキシアルキレン、又は１個又は２個の炭素原子を有するジオキシアルキ
レン；
又は－Ｃ（Ｑ１）＝Ｎ－Ｑ２の分類を表し、式中
　Ｑ１は水素、ヒドロキシル又は１個ないし４個の炭素原子を有するアルキル、１個ない
し４個の炭素原子及び１個ないし９個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭素原子を有す
るハロアルキル、又は１個ないし６個の炭素原子を有するシクロアルキルを表し、及び
　Ｑ２はヒドロキシル、アミノ、メチルアミノ、フェニル、ベンジルを表すか又は各事例
において必要に応じて、シアノ置換、ヒドロキシル置換、アルコキシ置換、アルキルチオ
置換、アルキルアミノ置換、ジアルキルアミノ置換又はフェニル置換された、１個ないし
４個の炭素原子を有するアルキル又はアルコキシを表すか、又は各事例において２個ない
し４個の炭素原子を有するアルケニルオキシ又はアルキニルオキシを表し、
　及びフェニル、フェノキシ、フェニルチオ、ベンゾイル、ベンゾイルエテニル、シナモ
イル、ヘテロシクリル、又はフェニルアルキル、各事例において個々のアルキル鎖におい
て１個ないし３個の炭素原子を有するフェニルアルキルオキシ、フェニルアルキルチオ、
又はヘテロシクリルアルキルも表し、その各ラジカルはハロゲン及び／又は１個ないし４
個の炭素原子を有する直鎖若しくは分岐鎖のアルキル若しくはアルコキシにより前記環状
部分において必要に応じて単置換ないし三置換される。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９４】
　Ｚ２は、各事例において３個ないし１０個の炭素原子を有し及び各事例においてハロゲ
ン及びＣ１－Ｃ４－アルキルからなる群から選択される同一又は異別の置換基により必要
に応じて単置換ないし四置換されるシクロアルキル又はビシクロアルキルを好ましく表す
。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９５】
　Ｚ２は、シクロプロピル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチル、シクロ
オクチル、シクロノニル、ビシクロ［２．２．１］ヘプチル又はビシクロ［２．２．２］
オクチルを特に好ましく表し、これらは各々塩素及びメチルからなる群から選択される同
一又は異別の置換基により必要に応じて単置換ないし四置換される。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９８】
　Ｚ３は、未置換のＣ２－Ｃ２０－アルキルを好ましく表すか又は、フッ素、塩素、臭素
、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６

－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ

１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキ
ルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、
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Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、－ＳｉＲ
８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群から選択される同一又は異別の
置換基により単置換又は多置換されるＣ１－Ｃ２０－アルキルを表し、この事例では、そ
の一部についての前記シクロアルキル部分がフッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ４－
アルキル及びＣ１－Ｃ４－ハロアルキルからなる群から選択される同一又は異別の置換基
により必要に応じて単置換ないし四置換されてもよい。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０２】
　Ｚ４はＣ２－Ｃ２０－アルケニル又はＣ２－Ｃ２０－アルキニルを好ましく表し、その
各々はフッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキル
スルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６

－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ
、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１

－Ｃ６－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ６－ア
ルキル）アミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群から
選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換又は多置換され、この事例で
は、その一部についての前記シクロアルキル部分がフッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル及びＣ１－Ｃ４－ハロアルキルからなる群から選択される同一又は異別の
置換基により必要に応じて単置換ないし四置換されてもよい。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２０６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２０６】
【化７１】

　（式中、Ａ、Ｈａｌ及びＸ１が上述に定義されるとおりである）
が、適宜触媒の存在下で、適宜縮合剤の存在下で、適宜酸結合剤の存在下で及び適宜希釈
剤の存在下で、
式（ＸＩＶ）のハロアニリド
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２１９】
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【化７６】

　（式中Ａ、Ｈａｌ及びＸ２は上述に定義されるとおりである）
が、適宜触媒の存在下で、適宜縮合剤の存在下で、適宜酸結合剤の存在下で及び適宜希釈
剤の存在下で、式（ＸＶ）のアニリンボロン酸誘導体
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２３５】
　Ｘ４はＣ２－Ｃ２０－アルケニル又はＣ２－Ｃ２０－アルキニルを好ましく表し、それ
らの各々は、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ア
ルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１

－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキ
ルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルホニル
、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ

６－アルキル）アミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる
群から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換又は多置換され、この
事例ではその一部のための前記シクロアルキル部分が、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ

１－Ｃ４－アルキル及びＣ１－Ｃ４－ハロアルキルからなる群から選択される同一又は異
別の置換基により必要に応じて単置換ないし四置換されてもよい。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２４２】
　Ｘ５は、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル
チオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルホニル、
Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ６

－アルキル）アミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群
から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じてさらに単置換ないし四置換され
るＣ２－Ｃ１２－ヒドロキシアルキルを好ましく表し、この事例ではその一部についての
前記シクロアルキル部分がハロゲン及び／又はＣ１－Ｃ４－アルキルによって必要に応じ
て置換されてもよい。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２４３】
　Ｘ５は各事例において、直鎖又は分岐鎖のヒドロキシエチル、ヒドロキシプロピル、ヒ
ドロキシブチル、ヒドロキシペンチル、ヒドロキシへキシル、ヒドロキシヘプチル、ヒド
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ロキシオクチル、ヒドロキシノニル又はヒドロキシデシルを特に好ましく表し、その各々
はいずれかの位置で結合されてもよく及び各事例において１個ないし９個のフッ素原子、
塩素原子及び／又は臭素原子、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０、シクロプロピル、ジクロロシクロ
プロピル、シクロブチル、シクロペンチル及びシクロヘキシルを有するフッ素、塩素、臭
素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ

４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ（
Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアル
キルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ
、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノからなる
群から選択される同一又は異別の置換基によって必要に応じて単置換ないし四置換される
。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２４７】
【化８３】

　（式中Ａ、Ｈａｌ及びＸ１は上述に定義されるとおりである）
が適宜触媒の存在下で、適宜縮合剤の存在下で、適宜酸結合剤の存在下で及び適宜希釈剤
の存在下で式（ＸＶＩ）のヒドロキシアルキルアニリン誘導体
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２５８】
　Ｇ５は、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル
チオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルホニル、
Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ６

－アルキル）アミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群
から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換ないし四置換されるＣ２

－Ｃ１０－アルキルを好ましく表し、この事例ではその一部についての前記シクロアルキ
ル部分がハロゲン及び／又はＣ１－Ｃ４－アルキルにより必要に応じて置換されてもよい
。
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２５９】
　Ｇ５は、各事例において直鎖又は分岐鎖のエチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキ
シル、ヘプチル又はオクチルを特に好ましく表し、その各々はいずれかの位置で結合され
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てもよく及び、各事例において１個ないし９個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭素原
子、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０、シクロプロピル、ジフルオロシクロプロピル、シクロブチル
、シクロペンチル及びシクロヘキシルを有するフッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６

－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル
、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）
アミノ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１

－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアル
キルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノからなる群から選択される同一又
は異別の置換基によって必要に応じて単置換ないし四置換される。
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６２】
　Ｇ６、Ｇ７及びＧ８は互いに独立して、各々水素又は、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、
Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル
スルホニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－
アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルフィ
ニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ６

－ハロアルキルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１

０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群から選択される同一又は異別の置換基によ
り必要に応じて単置換ないし四置換されるアルキルを好ましく表し、この事例ではその一
部についての前記シクロアルキル部分がハロゲン及び／又はＣ１－Ｃ４－アルキルにより
必要に応じて置換されてもよく、及び開いた鎖の分子部分の炭素原子の総数は１２という
数を超過しない。
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６３】
　Ｇ６、Ｇ７及びＧ８は互いに独立して各々水素又は、各事例において直鎖又は分岐鎖の
エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル又はオクチルを特に好ましく
表し、その各々はいずれかの位置で結合されてもよく及び、各事例において１個ないし９
個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭素原子、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０、シクロプロピル
、ジフルオロシクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル及びシクロヘキシルを有す
るフッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスル
フィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ

１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ

４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ル）アミノからなる群から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換な
いし四置換され、この事例において開いた鎖の分子部分の炭素原子の総数は１２という数
を超過しない。
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０２６８】
　Ｇ９は、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル
チオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルホニル、
Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ６

－アルキル）アミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる群
から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換ないし四置換されるＣ２

－Ｃ１０－アルキルを好ましく表し、この事例ではその一部についての前記シクロアルキ
ル部分がハロゲン及び／又はＣ１－Ｃ４－アルキルにより必要に応じて置換されてもよい
。
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６９】
　Ｇ９は、各事例において直鎖又は分岐鎖のエチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキ
シル、ヘプチル又はオクチルを特に好ましく表し、その各々はいずれかの位置で結合され
てもよく及び、各事例において１個ないし９個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭素原
子、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０、シクロプロピル、ジフルオロシクロプロピル、シクロブチル
、シクロペンチル及びシクロヘキシルを有するフッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６

－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル
、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）
アミノ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１

－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアル
キルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノからなる群から選択される同一又
は異別の置換基により必要に応じて単置換ないし四置換される。
【誤訳訂正３０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２７１】
【化８９】

　（式中Ａ、Ｈａｌ及びＸ１は上述に定義されているとおりである）
が、適宜触媒の存在下で、適宜縮合剤の存在下で、適宜酸結合剤の存在下で、適宜希釈剤
の存在下で、式（ＸＶＩＩ）のケトアニリン
【誤訳訂正３１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２７９】
　Ｇ１０は、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ア
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ルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１

－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキ
ルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルスルホニル
、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ

６－アルキル）アミノ、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０及びＣ３－Ｃ６－シクロアルキルからなる
群から選択される同一又は異別の置換基により必要に応じて単置換ないし四置換されるＣ

２－Ｃ１０－アルキルを好ましく表し、この事例ではその一部についての前記シクロアル
キル部分がハロゲン及び／又はＣ１－Ｃ４－アルキルにより必要に応じて置換されてもよ
い。
【誤訳訂正３２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２８０】
　Ｇ１０は、各事例において直鎖又は分岐鎖のエチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘ
キシル、ヘプチル又はオクチルを特に好ましく表し、その各々はいずれかの位置で結合さ
れてもよく、各事例において１個ないし９個のフッ素原子、塩素原子及び／又は臭素原子
、－ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０、シクロプロピル、ジフルオロシクロプロピル、シクロブチル、
シクロペンチル及びシクロヘキシルを有するフッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ６－
アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、
Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）ア
ミノ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキ
ルアミノ、ハロ－ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノからなる群から選択される同一また
は異別の置換基により必要に応じて単置換ないし四置換される。
【誤訳訂正３３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２９１】
　本発明のプロセス（ａ）、（ｊ）、（ｋ）、（ｌ）及び（ｍ）は適宜、適切な縮合剤の
存在下で実行される。適切な縮合剤は、このようなアミド化反応に通例使用できるすべて
の縮合剤である。記載されてもよい実施例はホスゲン、三臭素リン、三塩化リン、五塩化
リン、オキシ塩化リン又はチオニルクロリドなどの酸ハロゲン化物形成剤；クロロギ酸エ
チル、クロロギ酸メチル、クロロギ酸イソプロピル、クロロギ酸イソブチル又は塩化メタ
ンスルホニルなどの無水物形成剤；Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシルカルボジイミド（ＤＣＣ
）などのカルボジイミド、又は五酸化リン、ポリリン酸、Ｎ，Ｎ’－カルボニルジイミダ
ゾール、２－エトキシ－Ｎ－エトキシカルボニル－１，２－ジヒドロキノリン（ＥＥＤＱ
）、トリフェニル－ホスフィン／四塩化炭素又はヘキサフルオロリン酸ブロモトリピロリ
ジノホスホニウムなどの他の通例の縮合剤である。
【誤訳訂正３４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３３８】
　スキーム１におけるプロセス（２）は適切なハロゲン化剤の存在下で実行される。適切
なハロゲン化剤は、このようなハロゲン化反応に通例使用されてもよいすべてのハロゲン
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化剤である。言及できる例は、ホスゲン、三臭化リン、三塩化リン、五塩化リン、オキシ
塩化リン、塩化オキサリル、又は塩化チオニルなどのハロゲン化形成剤；クロロギ酸エチ
ル、クロロギ酸メチル、クロロギ酸イソプロピル、クロロギ酸イソブチル又は塩化メタン
スルホニルなどの無水物形成剤；又は五酸化リン、ポリリン酸、Ｎ，Ｎ’－カルボニルジ
イミダゾール、２－エトキシ－Ｎ－エトキシカルボニル－１，２－ジヒドロキノリン（Ｅ
ＥＤＱ）、トリフェニルホスフィン／四塩化炭素又はヘキサフルオロリン酸ブロモトリピ
ロリジノホスホニウムなどの他の通例の縮合剤である。
【誤訳訂正３５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４２９】
　保護気体（アルゴン）の下で、０．５６ｍｌ（３．３８ｍｍｏｌ）のＮ，Ｎ－ジイソプ
ロピルエチルアミン及び１．１８ｇ（２．５ｍｍｏｌ）のブロモトリスピロリジノホスホ
ニウムヘキサフルオロホスフェート（ＰｙＢｒｏｐ）を、５１６ｍｇ（２．０ｍｍｏｌ）
の２－ヨードチオフェン－３－カルボン酸及び３００ｍｇ（１．７ｍｍｏｌ）の２－（１
，３－ジメチルブチル）フェニルアミンを１０ｍｌのアセトニトリルへ溶解した溶液へ添
加する。前記反応混合物を室温で２４時間撹拌し及び、仕上げのために、水へ添加し、酢
酸エチルで抽出し、硫酸ナトリウム上で乾燥させ、減圧下で濃縮する。カラムクロマトグ
ラフィー（シクロヘキサン／酢酸エチル勾配）により１５０ｍｇ（理論値の２１％）のＮ
－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－ヨードチオフェン－３－カルボキ
サミドを得る［ｌｏｇ　Ｐ　（ｐＨ２．３）＝４．１４］。
【誤訳訂正３６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４３２】
　保護気体（アルゴン）の下で、０．５６ｍｌ（３．３８ｍｍｏｌ）のＮ，Ｎ－ジイソプ
ロピルエチルアミン及び１．１８ｇ（２．５ｍｍｏｌ）のブロモトリスピロリジノホスホ
ニウムヘキサフルオロホスフェート（ＰｙＢｒｏｐ）を、４８３ｍｇ（２．０２ｍｍｏｌ
）の２－ヨードフラン－３－カルボン酸及び３００ｍｇ（１．７ｍｍｏｌ）の２－（１，
３－ジメチルブチル）フェニルアミンを１０ｍｌのアセトニトリルへ溶解した溶液へ添加
する。前記反応混合物を室温で２４時間撹拌し及び、仕上げのために、水へ添加し、酢酸
エチルで抽出し、硫酸ナトリウム上で乾燥させ、減圧下で濃縮する。カラムクロマトグラ
フィー（シクロヘキサン／酢酸エチル勾配）により１３０ｍｇ（理論値の１８％）のＮ－
［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－ヨード－３－フラミド（－ｆｕｒａ
ｍｉｄｅ）を得る［ｌｏｇ　Ｐ　（ｐＨ２．３）＝３．８８］。
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